
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

 学 校 名 岐阜県立大垣南高等学校 

 実 施 期 間 平成２５年１１月５日(火)～１１月８日(金) 

 実 施 概 要 
  
 

 ①授業、部活動、学校施設の保護者および地域への公開  
 ②保護者とともに聞くキャリア講演会(１１/７) 

 実 施 内 容 
  
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

 来 校 者 数  保 護 者                ８１  人  
  計            ８１   人 

 地域関係者                  ０  人 

 実 施 状 況 
 

 ・１１月５日(火)から８日(金)の４日間を地域および保護者への公
開日とした。 

 ・この期間中は、授業、部活動、学校施設を自由に見学できる設定
とした。 

 ・１１月７日（木）は、保護者等にも呼びかけたキャリア講演会を
実施した。授業時間帯の６・７限を使って１１０分で実施した。 

 ・講演は、講師として山内太地氏（大学研究家・フリーライター）
に依頼し、「将来の進路の選び方」と題して、全校生徒および希
望した保護者を対象に実施した。 

 ・講演前の５限は授業参観の時間とし、来校者には自由に各教室の
授業を参観していただいた。 

 ・事後アンケートを実施した。 

 成果及び課題 
  

 

 ・毎年この時期に進路指導課主催のキャリア講演会を実施している。 
  ６月の３年生保護者説明会にも講演していただき好評だったこと

もあり、昨年度に比べ来校した保護者は倍増した。また事後のア
ンケートにも講演内容に対する高い評価が目立った。  

 ・全校生徒を対象として、将来についての展望や心構えを講演して
いただき、生徒は大いに関心を持って聞いていたようである。  

 ・中学校、学校評議員にも参加を呼びかけたが、保護者以外の参加
者はなかった。 

 ・地域との関わりという点で、本校では毎年「周辺自治会長と語る
会」を開催し、地域の声を聞くように努めている。時期は異なる
が、ふるさと教育週間の趣旨との関連づけができればと思われる。 

 


